
国 立 大 学 法 人 京 都 大 学 教 職 員 就 業 規 則 等 新 旧 対 照 表 
改   正   前 改   正   後 

   国立大学法人京都大学教職員就業規則 
（平成１６年達示第７０号） 

 
（前 略） 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （略） 
 （経過措置） 
２ 改正後の国立大学法人京都大学教職員就業規則第
２２条第１項の規定にかかわらず、生年月日が附則
別表左欄に掲げる期間の区分に該当する教職員（教
員を除く。）の定年は、それぞれ同表右欄に掲げる
年齢とする。 

 
附則別表 

生年月日 定年 
昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 
 
 

満６１歳 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

 
 
 
 
 
 
   国立大学法人京都大学支援職員就業規則 

（令和４年達示第３号） 
 

（前 略） 
附 則（令和５年達示第４４号） 

 （施行期日） 
１ （略） 
 （経過措置） 
４ 改正後の国立大学法人京都大学支援職員就業規則
第３条第３項及び第７条第１項の規定にかかわら
ず、生年月日が附則別表左欄に掲げる期間の区分に
該当する支援職員の雇用年齢上限及び定年は、それ
ぞれ同表右欄に掲げる年齢とする。 

 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限及び定年 
昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 
 
 
 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

 
 
 
 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （同 左） 

（経過措置） 
２ （同 左） 
 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 定年 
昭和３８年４月１日以
前 

満６０歳 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

 
   附 則（令和６年達示第１４号） 

この規則は、令和６年３月２７日から施行し、令和 
５年１０月１日から適用する。 
 
 
 
 
 
 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （同 左） 

（経過措置） 
４ （同 左） 
 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限及び定年 
昭和３８年４月１日以
前 

満６０歳 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 



改   正   前 改   正   後 
昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

 
 
 
 
 
 
   国立大学法人京都大学有期雇用教職員就業規則 

（平成１７年達示第３７号） 
 

（前 略） 
附 則（令和５年達示第４４号） 

 （施行期日） 
１ （略） 
 （経過措置） 
５ 改正後の国立大学法人京都大学有期雇用教職員就
業規則別表第１の規定にかかわらず、生年月日が附
則別表左欄に掲げる期間の区分に該当する事務補佐
員、技術補佐員及び技能補佐員の雇用年齢上限及び
定年は、それぞれ同表右欄に掲げる年齢とする。 

 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限及び定年 
昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 
 
 
 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

６ 改正後の国立大学法人京都大学有期雇用教職員就
業規則別表第１の規定にかかわらず、生年月日が附
則別表左欄に掲げる期間の区分に該当する労務補佐
員の雇用年齢上限及び定年は、それぞれ同表右欄に
掲げる年齢とする。 

附則別表 
生年月日 雇用年齢上限及び定年 

昭和３８年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

７ （略） 
 （中 略） 

 
 
 
 
 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

 
附 則（令和６年達示第１４号） 

この規則は、令和６年３月２７日から施行し、令和 
５年１０月１日から適用する。 
 
 
 
 
 
 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （同 左） 

（経過措置） 
５ （同 左） 
 
 
 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限及び定年 
昭和３８年４月１日以
前 

満６０歳 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

６ （同 左） 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限及び定年 
昭和４１年４月１日以
前 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

７ （同 左） 
 

附 則（令和６年達示第１４号） 
この規則は、令和６年３月２７日から施行し、令和 

５年１０月１日から適用する。 
 
 



改   正   前 改   正   後 
 
 
 

国立大学法人京都大学時間雇用教職員就業規則 
（平成１７年達示第３８号） 

 
（前 略） 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （略） 
 （経過措置） 
８ 改正後の国立大学法人京都大学時間雇用教職員就
業規則別表第１及び別表第２の規定にかかわらず、
生年月日が附則別表左欄に掲げる期間の区分に該当
する時間雇用教職員（改正前の国立大学法人京都大
学時間雇用教職員就業規則別表第１又は別表第２に
おいて雇用年齢上限が「満６０歳（ただし、大学が
特に認めた場合は、満６５歳）」と定められていた
職名の者に限る。）の雇用年齢上限は、それぞれ同
表右欄に掲げる年齢とする。 

 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限 
昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 
 
 
 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

９ 改正後の国立大学法人京都大学時間雇用教職員就
業規則別表第１から別表第３までの規定にかかわら
ず、生年月日が附則別表左欄に掲げる期間の区分に
該当する時間雇用教職員（改正前の国立大学法人京
都大学時間雇用教職員就業規則別表第１から別表第
３までにおいて定年が「満６０歳」と定められてい
た職名の者に限る。）の定年は、それぞれ同表右欄
に掲げる年齢とする。 

附則別表 
生年月日 定年 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 
 
 
 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 

 
 
 
 
 
 
 

附 則（令和５年達示第４４号） 
 （施行期日） 
１ （同 左） 

（経過措置） 
８ （同 左） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限 
昭和３８年４月１日以
前 

満６０歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

９ （同 左） 
 
 
 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 定年 
昭和３８年４月１日以
前 

満６０歳 

昭和３８年４月２日～
昭和３９年４月１日 

満６１歳 

昭和３９年４月２日～
昭和４０年４月１日 

満６２歳 



改   正   前 改   正   後 
昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

１０ 改正後の国立大学法人京都大学時間雇用教職員
就業規則別表第１の規定にかかわらず、生年月日が
附則別表左欄に掲げる期間の区分に該当する労務補
佐員の雇用年齢上限は、それぞれ同表右欄に掲げる
年齢とする。 

附則別表 
生年月日 雇用年齢上限 

昭和３８年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

１１ 改正後の国立大学法人京都大学時間雇用教職員
就業規則別表第１の規定にかかわらず、生年月日が
附則別表左欄に掲げる期間の区分に該当する労務補
佐員の定年は、それぞれ同表右欄に掲げる年齢とす
る。 

附則別表 
生年月日 定年 

昭和３８年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

１２ （略） 
 （中 略） 

昭和４０年４月２日～
昭和４１年４月１日 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

１０ （同 左） 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 雇用年齢上限 
昭和４１年４月１日以
前 

満６３歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 
（ただし、大学が特に認
めた場合は、満６５歳） 

１１ （同 左） 
 
 
 
 
附則別表 

生年月日 定年 
昭和４１年４月１日以
前 

満６３歳 

昭和４１年４月２日～
昭和４２年４月１日 

満６４歳 

１２ （同 左） 
 

附 則（令和６年達示第１４号） 
この規則は、令和６年３月２７日から施行し、令和

５年１０月１日から適用する。 
 

 


